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●第1部　機器取扱編
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1.2　各部の名称

■ 本体について
● 本体操作キーの機能については1-5ページを参照ください。

表示部（ディスプレイ）

セット キー

電源ボタン

リセット キー
訂正キー

F1 F3

再印字／
用紙カットキー

次画面キー

実行キー

磁気カードリーダー

選択キー（　　～　　）

• お客様のカードを
  読み取ります。

• ロール紙を入れ替えるとき
 押します。

操作パネルオープンボタン

モードキー

数字キー

伝票出口

USBコネクタ（マイクロB）
USBコネクタ（タイプA）
ピンパッドコネクタ
シリアルポート

LANケーブル差込口

フック
電話機接続用コネクタ
電話回線接続用コネクタ• コード類を引っ掛けます。

フック

電源コネクタ
（ACアダプター DC 24 V）

• コード類を引っ掛けます。

【本体底面後部】
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2.2 回線についてのお願い
● 電話回線についてのお願い（アナログ回線を使用の場合）
1） キャッチホン回線との接続
 NTT のキャッチホンサービスの契約を行っている電話回線に「JT-C17Uシリーズ」を接続
した場合、キャッチホンの呼び出し音によりデータ通信に支障が発生することがあります。

 「JT-C17Uシリーズ」を接続する回線で、キャッチホンサービスも同時に利用したい場合には、
キャッチホンⅡサービスの契約をおすすめいたします。キャッチホンⅡサービスで呼び出し
回数を０に設定することにより、データ通信に支障を発生させずにキャッチホンサービスを
利用することができます。

2） PBXへの接続
 構内交換機（PBX）に接続するときは、回線の電気的な条件が一般加入電話回線と同等であ
ることをPBXの製造会社や保守担当会社に確認の上使用してください。回線の電気的な条件
が異なると使用できない場合があります。

3） ２線式でない電話装置（ホームテレホンなど）でのご使用
 ビジネスホンやホームテレホンなどの２線式でない電話装置は、回線の電気的な条件が一般
加入電話回線と異なるため、そのまま接続することはできません。接続する場合には、電話
装置の製造会社や保守担当会社に相談してください。

4） 電話機・FAXとの併設
 電話機・FAXとの併設用モジュラーケーブルは一端はモジュラーケーブルで、もう一端は
お手持ちの電話機・FAXに接続できる形状のものを用意してください。（詳しくは電話機・
FAXをお買い上げいただいた販売店に相談してください。）

 本機が通信中のとき、FAXまたは電話機の使用ができなくなっています。
5） 本機のご使用にあたって、NTTレンタル電話機が不要となる場合は、NTTへ連絡してくださ
い。ご連絡いただいた日をもって「機器使用料」は不要となります。

 詳しくは局番なしの116番へ問い合わせてください。
６） ファクスを送信されるときは、受話器、またはモニターで回線音（ツー音）を確認後、ダイ
ヤルしてファクスを送信してください。

 回線音（ツー音）確認前にダイヤルしますと、ダイヤルの一部が欠落し、誤った電話番号に
送信されることがあります。

● LAN回線についてのお願い（LAN回線を使用の場合）
1） 正しく結線された信頼性のある LANケーブルを使用してください。
2） PoE給電機能付のハブなどの装置と接続しないでください。
3） ハブと本端末間の距離は最大100 mまでにしてください。
4） 間違って他のコネクタを接続しないでください。故障の原因になります。


